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We have already reported an outbreak of swine mycobacterial lymphadenitis caused by Myco

bacterium avium - M. intracellulare complex.

In the present study we investigated the distribution of mycobacteria in the environment o f 

swine breeding.

M. avium - M. intracellulare complex was isolated from the fresh saw—dust prepared for 

bedding of pigs and from the old saw—dust used for bedding.

Serotypes of the strains isolated from the lymphonodes of the swine and the fresh saw—dust 

were compared. Serotypes were determined by agglutination reaction according to Schaefer' s 

method 13) •`15) .

The distribution of serotypes of the strains isolated from swine were limited in a few types. 

Out of 14 isolates, ten strains (71. 4 %) were serotype 8 , two were serotype 9 and one was 

serotype 6. All of these strains belong to the "intermediate " group of Anz 17) .

On the other hand, the serotypes of the strains isolated from the saw—dust were widely 

distributed. Out of 18 isolates, six strains (33. 3 %) were in the " intermediate " group, eight strains 

(44. 4 %) were in the " authentic " group and two strains (11. 1 %) were in the " other " group.

From these observations, it is suggested that swine which were bred on saw—dust spread on 

the floor, swallowed a lot of mycobacteria and killed most of them in their bodies. A few strains 

of serotype 8 , 9 and 6 survived and produced tuberculous lesions in swine.

Nemoto et al. 22) reported that serotypes of the strains isolated from Japanese patients cau

sed by M. intracellulare were widely distributed and the serotype 8 was found rarely.

From the present study, the results are summarized as follow: 

1) Saw—dust is a source of mycobacterial infection of swine. 

2) Swine is not a significant source of human mycobacterial infection.

* From the Public Health Research Institute of Kobe City, 4-6 , Minatojima—Nakamachi, 

Chuo, Kobe 650 Japan.
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は じ め に

わ が 国 に お け る ヒトの非 定 型 抗 酸 菌 症 中,Mycohacte

rium avium-M.intracellulare complex感 染 に

よ る 発症 が 圧倒 的 に多 く,症 例 の約70%を 占 めて い る4)。

M.avium-M.intracellulare complexは ヒ トの 喀 痰

以 外 に,家 畜 か ら しば しば分 離 され て い る が2)3),稀 に

土 壊4)や 水5)か ら も検 出 され て い る。 特 に ブ タの 抗 酸 菌

症 は 日本 各 地 で 発生 して お り5)～7),諸 外 国 で も多 発 して

お り8)～10),ヒ トの感 染 症 と のか か わ りにつ いて 広 く論 議

さ れて い る。

このような中で,1978年1月 ～1980年12月 の3年 間 に,

神戸市食 肉セ ンターに搬入 されて きた鳥取県産の ブタの

一群 にM.avium-M.intracellulare complexに よ

る抗酸菌症の集団発生 を確認 し,そ の細菌学的特徴,病

理学的特徴 を報告 して きた11)。

今回 は,ブ タ飼育環境調査で得た分離菌株 と,ブ タ腸

間膜 リンパ節結核様結節分離株 について,血 清学的検討

を加えたので報告す る。

材料及び方法

1)ブ タ飼育環境調査

ブタの解体検査でM.avium-M.intracellulare

 complexに よる抗 酸菌症の集団発生を確認 し,出 荷業

者(鳥 取県N養 豚場)の 養豚環境を調査 した。養豚関連

試料 として,豚 舎敷料用 として調製 した新鮮なオガクズ,

豚舎敷料 と して使用 した ブタの糞尿を も含む古いオ ガク

ズ,5種 類の配合飼料(I,II,III,Iv,V),飲 料水(井 戸

水),及 び 豚 舎 入 口附近の土壊を採取 し,供 試材料とし,

抗酸菌の分離培養を実施 した。

抗 酸 菌 以 外 の 微 生 物 の 発 育 を 抑 制 す るた め の 前 処 理 方

法 は,汎 用 の カ セ イ ソ ー ダ ー法(4%NaOH),硫 酸 法

(4%H2SO4,4%NaOH),ア ク リフ ラ ビ ン法(0.1%

Acriflavine,4%NaOH)と ともに,ベ ンザ ル コニ ュ ー ム

法(0.1%Benzalkonium chloride, 4%NaOH)7)を

併 用 した 。 各 前 処 理 方 法 におけ る4倍 量 添 加 懸 濁 液0.1ml

を3%小 川 培 地 に接 種,37℃ で6週 間 分 離 培 養 した 。

2)分 離菌株の同定方法

分離菌株の同定は,日 本結核病学会抗酸菌分類委員会

法12)に 準拠 した。

3)分 離菌株の血清型別試験

ブタ腸間膜 リンパ節結核様結節病変分離株(以 下 ブタ

分離株)の14株 と,豚 舎敷料用 として調製 した新鮮なオ

ガクズか ら分離 した18株(以 下オガ クズ株),合 計32株 の

M.avium-M.intracellulare complexに つ い て,

Schaeferの 凝 集 試 験 法43M5)に 従 って血 清 型 を 試験 し

た 。

免 疫 血 清 の 作 成 は,Schaefer博 士 よ り分 与 さ れ た

M.aoium1-3,M.intracellulare4-21,M.scrofula

ceum41-43の 各 標 準 血 清 型 別 菌株 を 免疫 用 抗原 とし,

schaeferの 方 法 に 基 づ い て 自家 作 製 した 。 ま た,同 様

に作 成 した 山 岡博 士16)の 免疫 血 清 と一 部 比較 検 討 し供 試

した 。

血清 の使 用濃度 は、標準 同種抗原 との反応 で得 た凝集

素価 の,2倍 希釈系列で1段 階低 い希釈倍数 の濃度(即

ち2倍 濃度)をworking titerと して用 いた。

凝集反応 の実際的術式 は次の通 り。7H10平 板寒天培

地あ るいは7H11平 板寒天培地上の発育菌体を0.5%フ

ェノール添加の0.9%食 塩 加 リン酸緩衝液(以 下PBS)

に懸濁,80℃30分 間加熱,更 にPBSを 加えて吸光度(530

nm)0.4の 菌 液を調整,こ れを抗原液 とした。

この抗原液0.25mlをwidal反 応用小試験 管に分注,

これにあ らか じめ標準 抗原で測定 しておいた凝集素価 の

2倍 濃度 の抗血 清0.25mlを 加 え,凝 集反応 を行 った。判

定は37℃ で2時 間 及び5時 間後 の凝集反応 を観察,更 に

4℃ で16時 間反応 を続 け,総 合判断 で血清型 を判定 した。

標準菌株 で作成 した免疫血清 において も,一 部 の他型

抗原 との交叉凝集反応が存在す る ものが あるが,こ れ ら

について は,そ の他型抗原 と低温で反応 させ,副 凝集素

を吸収 して本試験 に供試 した。即 ち,副 反応を呈す る標

準 菌 株 の0.5%フ ェノール加M/15PBS均 等 浮 遊 液 を

3,000rpm,15分 間遠心,得 られたpacke dcellを 秤量。

このpacked cell20mg当 り10倍 希 釈 免疫血清1ml

を加え,4℃ で16時 間 反 応 させ た。この反応 懸 濁 液 の

3,000rpm,20分 間遠心。上清よ り吸収免疫 血 清を得,

新たに凝集素価を測定 した。

これ らの予備試験 を行 った上で,被 験 菌株 の血清型別

試験 を実施 した。

成 績

1)畜 舎環境 か らの抗酸 菌の分離

ブタに抗酸 菌症 の集団発生 があ ったN養 豚場の畜舎環

境 を調査 し,抗 酸菌 の分離試験 を実施 したが,そ の結果

を表1に 示 した。

抗酸 菌が検 出され た供試材料 は,豚 舎敷料用 と して調

製 され た新鮮 なオガクズや,豚 舎敷料 と して使用 した ブ

タの糞尿 を も含む古 いオガク ズ,1月 齢 豚 用 配 合 飼 料

(1),3～4月 齢用配合飼料(IV),5～6月 齢 用 配合
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Table 1. Mycobacteria Isolated from the Enviroment of the Swine Breeding

飼料(V),及 び豚 舎 入 口附近の土壊で あ った。

ブ タ腸 間 膜 リ ンパ 節 結 節 の 起 因 菌 種 で あ るM.avium

-Mintracellulare complexは
,新 鮮 な オ ガ ク ズ及 び

豚 舎 の 敷 料 オ ガ ク ズか らの み 分 離 され た 。 配 合 飼 料(I,

IV,V)の 抗 酸 菌 はM.fortuitumを 中 心 とす る 迅 速 発

育 菌 群(RunyonのIV群 菌)で あ った 。豚 舎 入 口附 近 の

土 壊 か ら も多 数 の 抗 酸 菌 が 検 出 され た が,そ の 菌 種 は,

主 には.Mfortuitumで あ り,次 い でMnonchromo-

genicum complex(III群 菌),M.scrofulaceum

(II群 菌)で あ っ た。

従 って,ブ タ腸間膜 リンパ節結節起因菌のM.avium

-M.intracellulare complexの 感染源 は豚舎敷料用 と

して調製 されたオガクズで あると推察 した。

2)ブ タ腸間膜 リンパ節結節分離株 とオガクズ分離株

の血清型

腸 間膜 リンパ節 に結核様結節 を形成 させ たN養 豚場 ブ

タ病巣株(ブ タ病巣分 離株)14株 と,オ ガクズか ら分離

した18株,合 計32株 について の血清凝集反応試験結果 を

表2に 示 した。

Anz17)は ニ ワ ト リに 対 す る 病 原 性 の 強 弱 か ら,M.

intracellulareを グル ー プ に分 け て い る。M.avium

に つ い で 強 い 毒 性 を有 す る グル ー プ を"intermediate"

(新 血 清 型 表 示 法 で は4,5,6,8,9,10,11型)と し,

弱 毒 グル ー プ を"authentic"(血 清型 で は14,16,18,19,

20型)に 分類 して い る。 そ の 後 に 発 見 さ れ た血 清 型 に7,

12,13,15,17,21型 が あ るの で,表2で は これ らを"oth

er"グ ル ー プ と して 表 示 し,分 離 菌 株 の血 清 型 の 分 布 を

比 較 した 。

今 回 調 査 した ブ タ病 巣 分 離 株 の血 清 型 は,6,8,9型

に 限 局 して お り,と もに"intermediate"グ ルー プ に属 す

る もの で あ った 。

一 方
,ブ タ飼育 環 境 株 で あ る オ ガ ク ズ 分 離 株 で は,

"intermediate"グ ル ー プ が6株
,"authentic"グ ル ー

プ が8株,"other"グ ル ー プ が2株,.M.scrofulaceum

の42型 が1株,不 明 が1株 で あ った。 オ ガ ク ズ分 離 株 で

は血 清 型14,16型 が多 少 多 く存 在 す る傾 向 に あ る が,広

範 囲 な 血 清 型 の 分 布 を 示 した 。

型別不明株 はブタ病巣分離株 とオ ガクズ分離株 に各々

1株 ずつあ ったが,こ れ らの株は広範囲な標準免疫血 清

と反応 し,そ の反応 も弱か った。

考 察

ブ タのMavium-M.intracellulare complex感

染 症 の 感 染 源 調 査 に つ いて は,成 田 ら7)と 三 輪 ら18)は

と もに静 岡県 の事 例 につ いて,DalchowとNassal10)

は西 ドイ ツ で の事 例 につ いて そ れ ぞれ 報 告 して い るが,

感 染 源 は い ず れ も豚 舎 敷 料 用 の オ ガ クズ が 関 与 して い

た。

著 者 らの今回の調査結果 も同様 に,オ ガ クズが感 染源

であ った。

ブタ病巣 分離株 とオガクズ分離株 の血清型 の分布 の し

かたは異 な っていた。

ブタ病 巣 分 離 株 で は14株 中10株 が8型 で 一 番 多 か った。

次 い で2株 が9型,1株 が6型,1株 が 不 明 で あ った。

判 明 した13株 は,す べ てAnz17)の"intermediate"グ

ル ー プ に属 す る もので あ った。

一方
,ブ タ飼育環境株で あるオガクズ分離株で は,18

分離株が11種 類 の血清型 に分かれた。オガクズ分離株の8

型 は1株 だ けであ った。

オ ガクズ中の8型 菌は多 くないの に,ブ タ病巣 株では
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Table 2. Serotype of the Mycobacterial Strains Isolated from the Mesenteric

 Lymphadenitises of the Swine and from the Saw-dust Made in

 22 Saw-mills

多 い とい うことは興味 あることで ある。 この意味す るこ

と は … オ ガ クズ 中 に は広 範 囲 な血 清 型 を示 すM

.intracellulare群 が存在 し,こ れ らが ブタに経口摂取 さ

れて,ブ タ に対 して比 較 的 毒 性の強い8型 菌 を中心 に

"intermediate"の グループの菌が ブタ体内で生 き残 り
,

親和性のある腸間膜 リンパ節 に病巣 を形成すると推察 した。

ブ タ分 離 株 の 血 清 型 につ い て は,Schaefer19)は ア メ リ

カの ブ タ につ いて 検 討 して お り,8,9,3,4,5,12,18

型 の順 に多 い と報 告 して い る。 わ が 国 で は,柚 木 ら20)は

北 海 道 の ブ タ を調 査 し8,4,9型 の順 に多 い こ とを,東

村 と根 本21)は 立 川 の 入 荷 ブ タ を調 査 し,同 様 に8型,4

型 が 多 い こ とを報 告 して い る。

今回調査 した,著 者 らの,鳥 取県産 のブタにおいて も

8型 が主 であ った(10/14)。9型 も2株 分 離 され たが,

Schaeferや 柚 木 らの指摘 のない6型 が14株 中1株 あ っ

た 。

6型 を検 出 した例 に は,オ ー ス トラ リア産 ブ タ につ い

て調 査 したReznikovら8)の 報告 が あ る 。オース トラ リ

ア の ブ タで は,7,8,14型 の順 に 多 く検 出 さ れ,6型 は

69株 中2株 検 出 され た と して い る 。

ブタ病巣分離株の血清型でア メ リカ,オ ース トラ リア

日本で共通 して多いのは8型 であ るが,他 の型では地理

的差異があ ると思われ る。

一 方
,ヒ トのM.intracellulare症 の 病 態 は,主 に

肺 に病 巣 を 形 成 し,腸 間 膜 リ ンパ 節 に病 巣 を 形 成 す る ブ

タの 病 態 と は異 な る。 ヒ ト肺 分 離 株 の 血 清 型 に ついては,

ア メ リカの 患 者 分 離 株 につ い て 検 討 したSchaefer14)の

報 告,日 本 の 患 者 分 離 株 につ いて は根 本 ら22)の 報 告 があ

る。 ア メ リカ の患 者 分 離 株 で は,14,8,16,9,4,6,7,

12,13,18,20,17,3,5型 の 順 に多 く検 出 され,日 本 の 患
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者 分 離 株 で は,15,16,9,18型 が 多 く,次 に8,20,14型

が あ り,4,6,19型 も少 数 検 出 され た と して いる。Schaefer

や 根 本 らの 成 績 は,患 者 分 離 株 の 血 清 型 は広 範 囲 に分 散

して い る こ と を示 して い る。

今回著者 らが調査 したブタ飼育環境 の一つであ るオガ

クズか ら,M.avium-M.intracellulare complexを

分離 した。 その分離株の血清型 は広 く分散 してい た。 そ

れにもかかわ らず,ブ タ病巣分離株の血清型 は"interme

diate"グ ル ーフ.に限局 してお り,中 で も8型 が大部分を

占めていた。ブタは一 種の選択 フィルター とな ってい ると

考え られた。

結 論

1)鳥 取県 のN養 豚場 において,ブ タのM.avium-

Mintracellulare complexに よる抗酸 菌症 の集団 発

生が あ った。感染源調査 の結果,豚 舎敷料 用のオガクズ

か ら同菌種 が検 出された。他 の養豚関連試料(配 合飼料

や飲料水,豚 舎入 口附近 の土壊)は 陰性 だ ったので,当

感染症 の感染源 は豚舎敷料用の オガクズで あると推察 し

た。

2)ブ タ病巣分離株 とオ ガクズ分離株の血清型別試験

を実施 した。 ブタ病巣株の血清型 はすべて"intermedi-

ate"グ ル ープ に属 し,試 験菌株14株 中8型 が10株,9型

が2株,6型 が1株 であ り,不 明が1株 であ った。

オ ガ クズ 分 離 株 で は8型 は 試 験 菌 株18株 中1株 だ け だ

った 。 グル ープ 別 で は,"intermediate"が6株,"aut

hentic"が8株,"other"が2株,M.scrqfulaceum

の42型 が1株 で あ り,不 明が1株 で あ っ た。

このよ うに,ブ タ病巣 分離 株の血清型は,8型 を中心

とした"intermediate"グ ループに限局 してい る。しか

し,オ ガクズ分離 株の血 清型は広 く分散 してい る。

3)今 回の調査対象 とな った ブタ抗酸菌症 の集団 発生

の機構 は次 のよ うに考え られる。

種 々の血 清型のM.avium-M.intracellulare com

plexが オガ クズ中に多数存在 してお り,そのオガ クズが

豚舎敷 料 として使 用された。 ブタは経 口的にそれ らの菌

を摂取 した。 そ してブ タは一種 の選択 フィルター として

作用 し,ブ タに とって毒性 の強 い8型 菌 を 中心 とす る
"intermediate"グ ループが生 き残 り

,ブタ体 内に病変 を

形成 させ たと考察す る。

4)ヒ トのM.intracellulare症 の 患 者 分 離 株 の血

清 型 は広 く分 散 して お り,8型 が 特 に多 い こ と は な い。

従 って ブ タ は ヒ トのMintracellulare症 の 重 要 な感

染 源 に は な って い な い。
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